































































































































































































































　展示品は最終的に、著書 77冊、翻訳書 22冊、海外出版物 15冊、図書・



































































　2007年 1月 14日から 3月 25日の会期で、高知県立文学館において、特
別企画「倉橋由美子　人と文学」展が開催されている。図書館から、1960
年の「明治大学新聞」など、約 70点を提供した。特別功労賞の表彰状とメ
　16 初版は文藝春秋新社、1960。「文春文庫」、1975。「新潮文庫」、1978。「講談社文芸文庫」、
2002、など。
　17 初版は講談社、1970。「講談社文庫」（上・下 2冊）、1973。
　18 1998年に当時の後藤総一郎館長の発案ではじめたの公開講演会。学生に図書館に足を運
んでもらい、書物に関心を持ってもらおうとの狙いから、書架の並ぶ館内の閲覧室を会場と
するのが特色。一般にも開放している。第 1回のゲストは、井上ひさし氏であった。昨年は
第 8回。
142
ダルも展示された。展覧会パネルや図録の解説に、明大展のパンフレット
から多くの転載がされた。初日に、古屋さんによる記念講演会が催された。
特別功労賞が、様々な関連企画を誘発し、高知展にも繋がったと話された。
本学の校友課、父母会事務室の協力を得て、校友会と父母会の高知県支部
に連絡し、卒業生や在学生の父母の皆さんにも案内をした。
　2007年 3月刊行の、文学部紀要「文芸研究」第 97号は、倉橋さんを特
集する。ここにもパンフレットから、略年譜と著書解題が転載される。
　展示に係る書誌・所蔵調査には、館長のご紹介で、田中絵美利さん（文
学部兼任講師）、川島みどりさん（情報コミュニケーション学部兼任講師）、
鈴木淳さん（大学院文学研究科）、朝岡浩史さん（当時、大学院文学研究科）
の助力を得た。田中さん、川島さん、鈴木さんには、パンフレットに著書
解題を執筆いただいた。田中さん、川島さんは現在も書誌調査を継続して
おり、引き続き、積田さんにも協力をいただいている。文献量は、既に十
分に一冊をなすだけになっている。出版の見込みも立ちそうである。
　図書館はこれからも、倉橋さん関係の資料を収集・保存し、学生さんに
読んでもらうための努力を継続していきたいと考えている。倉橋さんは、
冒頭の文章で、「一見むなしいこの冒険に唯一の生きるよろこびをみいだし
ます」と書かれた。「冒険」という響きには、わくわくと心躍らされるもの
がある。小説を書くことが「冒険」であるならば、読書も「冒険」である。
そして図書館もまた「冒険」の場でありたい。
　準備期間から今日に至るまで、ご遺族をはじめ、学内外からたくさんの
ご支援ご協力をいただいた。式典に倉橋さんの同級生半田武一さん 19が出
席してくださった。明大オリジナル日本酒「おゝ明治」の発売元半田酒店
のご主人である。ポスター、チラシ、展示パンフレットの編集・印刷は、
㈱サンヨー（大橋篤さん）にお願いした。限られた時間の中で、当方の原
稿ミスもカバーしていただいて満足するものに仕上げてくれた。関係の方々
に、改めて心より感謝申し上げる次第である。
　19 半田さんは、自らも小説を書いておられ、2006年 6月に短編集『酒のある風景』（新風
舎文庫）を上梓された。
